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研究成果の概要（和文）：腎機能低下者は eGFR<60.0 ml/min/1.73m2は 24.3％、25(OH)D<75 nmol/L
は 86.4％であった。歩行能力・筋力改善に、腎機能(eGFR)、VD製剤服用有無、25(OH)D濃度が
関係していた。筋力維持には歩行能力維持より 25(OH)D濃度が高い方が望ましく、できれば腎
機能を考慮し 67.5nmol/L以上維持することが要介護化予防可能である。 
 
研究成果の概要（英文）：The prevalence of eGFR < 60.0 ml/min/1.73m2 was about 24.3%, and that 
of 25(OH)D < 75 nmol/L was 86.4%. Pre eGFR, pre 25(OH)D, and vitamin D supplementation 
were significantly associated with improvement of mobility and muscle power. Our data suggest 
that assessment of renal function and maintaining appropriate vitamin D levels seem to be 
significant for independent living in the pre-frail elderly and higher 25(OH)D level might be 
needed for improvement of muscle strength than mobility; if possible, a 25(OH)D level greater than 
67.5 nmol/L is preferable.  
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１．研究開始当初の背景 
 (１) 介護保険の非該当者である特定高齢
者の特徴は、下肢機能低下、転倒経験
者が多い。要介護化要因は転倒・骨
折・関節疾患が約 27％を占めている。
わが国では、過去 15 年間に股関節の
骨折は約 2.2倍増加しており、約 80％
は転倒によるもので、これらを予防す
ることが介護予防として重要である。 
機関番号：１２１０２ 
研究種目：基盤研究（C） 
研究期間：2010～2012   
課題番号：22590578 
研究課題名（和文）：特定高齢者の生活機能・身体機能・生活の質低下に及ぼす腎機能の影響
に関する介入研究                     
研究課題名（英文）：Effects of renal function on physical function, functional capacity 
of ADL, and quality of life in Japanese pre-frail elderly by intervention study  
研究代表者 
奥野 純子（OKUNO JUNKO） 
筑波大学・医学医療系・研究員 
  研究者番号：50360342 
 
 
(２) 高齢者の多くは、低栄養、日照不足な
ど に よ り ビ タ ミ ン Ｄ 
(25-hydroxyvitamin D3 [以下 25(OH)D])
の不足・欠乏がみられる。ビタミンＤ
不足は、転倒・骨折、筋力の低下と関
連がある。筋力低下は高齢者の転倒の
主要な危険因子である。ビタミンＤ製
剤の補充による転倒・骨折への評価は
一定ではない。 
 （３）慢性腎臓病（chronic kidney disease: 
CKD）は脳・心血管疾患の危険因子であ
り、わが国の 65 歳以上の高齢者の約
30%～40%に認められる。腎機能低下に
よ り 25(OH)D か ら
1,25-dihydroxyvitamin D3 [ 以 下
1,25(OH)2D]への活性化が傷害され、 
     活性型ビタミンＤ（1,25(OH)2D）濃度の
低下が推測される。腎機能と身体機能と
の関連を明らかにし、腎機能を考慮した
介護予防プログラムが必要であると考
えた。 
 
２．研究の目的 
(１)特定高齢者の eGFRから求めた腎機能
レベルの分布状況を把握する。 
(２ )腎 機 能 低 下 と 血 清 25(OH)D・
1,25(OH)2D濃度との関連を検証する。 
(３)腎機能レベルと体力との関連を横断
的に検討する。 
(４)開始時の血清 25(OH)D・1,25(OH)2D濃
度と 3 カ月後の体力との関連を縦断的に
調査する。 
(５)ビタミン D 製剤補充を３ヵ月間実施
する介入研究も同時に行う。 
(６)腎機能、VD 補充有無による体力との
関連を３ヵ月目、１年目に検証する。 
 
３．研究の方法 
 (１)対象者：茨城県 Y町と S市で開催さ
れた二次予防事業対象者で介護予防教
室に参加した者 
(２)研究方法 
 縦断研究： 
①教室前後の体力の変化（pre vs ３ヵ
月 後 : post ） に つ い て 、 腎 機 能
(eGFR60ml/min/1.73m2 未満と以上)によ
り２群に分け、さらに、ビタミン D服用
有:VD(+)と VD(-)で分割し、体力の変化
に VD 服用有無が関連があるか二元配置
分散分析により交互作用の有意性を検
討した。さらに、 25(OH)D 濃度：
45nmol/L,50nmol/L, 67.5nmol/L で２群
に分け、体力変化にどのように影響して
いるかを検討した。共変量として年齢・
性・eGFR・VD服用有無を投入した。 
  ②開始時の 25(H)D濃度 45nmol/L未満・
以上、67.5nmol/L未満・以上が体力の変
化（pre, post, １年後：1Y）に影響し
ているか二元配置分散分析を施し検討
した。 
 
４．研究成果 
（１）（２）開始時の eGFR＜60ml/min は約
24.3%、86.4%が 25(OH)D＜75nmol/Lであった。 
VD服用者の 25(OH)D濃度は３ヵ月後、腎機能
と関係なく有意に増加していたが、VD非服用
群は改善していなかった。 
（３）横断研究：ファンクショナルリーチ、
タンデムバランスに eGFR≧60ml/min が、開
眼片足立ちに 1,25(OH)2D 濃度が関連してお
り、腎機能が体力の変化に影響していた。 
（４）（５）ファンクショナルリーチ変化に
VD服用有無、eGFRが；Timed Up & Go変化に
pre-eGFR・pre-25(OH)D 45nmol/L 以上・未
満、；タンデムバランス変化に pre-25(OH)D 
50nmol/L 以上・未満、；ステップテスト・5
回 椅 子 立 ち 上 り 変 化 に pre-25(OH)D 
67.5nmol/L 以上・未満、；タンデム歩行変化
に post-1,25(OH)2D 44pg/mlが関連しており、
３ヵ月後の体力改善に腎機能や VD服用有無、
開始時の 25(OH)D濃度が関連していた。 
（６）1 年後の体力と VD の関係は、25OHD＜
45nmol/L 群では体力は３ヵ月後,1 年後も改
善せず、握力は 1年後にはむしろ悪化してい
た。歩行能力の指標である TUG は 25OHD＜
45nmol/L 群で有意ではないが悪化しており、
25(OH)D≧45nmol/L群では、postで有意に改
善し、1 年後に悪化したが pre の状態を維持
していた（図）。筋力の指標であるステップ
テストは、25(OH)D＜65.7nmol/L 群では有意
ではないが、悪化しており、 25(OH)D≧
65.7nmol/L 群では、開始時から高い体力で
post, 1Yと維持していた。 
 
特定高齢者が、自立した生活を継続するため
にも腎機能を管理し、歩行維持には 45nmol/L
以上、筋力維持には開始時 25(OH)D 濃度を
65.7nmol/L 以上を維持すること介護予防に
重要である事が示唆された。 
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